
１ 文化的景観の見方





　　お宝発見ハンドブック　　

指摘をさせていただく。景観を把握する方法に単一な視点があるわけではないので、もとよりこれは各人各様であっ

てよい。それで、私なりの視点で撮影した写真とその説明で、それぞれの物件の存在価値をご理解いただけれ

ば幸いである（写真１～８）。

 県民の方々 には、当たり前で身近かすぎるものが多いことであろう。しかし、第三者的に観察させていただくと、

驚くほどたくさんの文化的景観の要素が見出せる。しかも、それらの多くは明確な機能を有している。この機会に、

県内にまた市町村内にすばらしい文化的景観、子孫に残したい文化的景観を再発見していただきたい。本報告が

そのお役に立てば幸いである。

写真１．
本県の代表的文化的景観は水田である。したがって、
重要な水田景観となるためには特徴的な景観要素が
必要となる（にかほ市象潟）

写真３．
本県は多雪地であり、冬季の山村は孤立がちである。
自活のすべこそ、持続可能な景観を維持する業である
（北秋田市阿仁根子）

写真２．
豊かな農産物の売店は、活発な農業活動を指標し、そ
の地域の文化的景観の質を類推させる（大館市比内）

写真４．
薪炭の利用は、いまや絶滅が危惧されている里山の
生物を保存する最も有効手段であると考えられている
（北秋田市阿仁根子）

【文献】
中越信和編著（1995）『景観のグランドデザイン』共立出版

農林水産業に関連する文化的景観の保存・整備・活用に関する検討委員会（2003）「農林水産業に関連する文化

的景観の保護に関する調査研究」文化庁文化財部記念物課

写真５．象潟　あがりこブナ
伝統林業によって生じた「あがりこブナ」は本県を代表
する山林の文化的景観である（にかほ市象潟）

写真７．象潟　防風装置
新しい防風装置でも、その機能が果たす役割を考え
れば、文化的景観の重要な要素となりうる（にかほ市
象潟）

写真６．角館　檜木内川堰堤の桜並木
堤に植えられた桜の並木は、その美しさは当然として、
桜を好む日本人にとって、普遍的な行楽対象の文化的
景観でもある（仙北市角館）

写真８．八郎潟
八郎潟は、単に広大な水田地帯であるだけではない。
日本が進めた農業政策の壮大な生きた野外博物館で
もある（大潟村）
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　　お宝発見ハンドブック　　

４　秋田を代表する林・・・秋田スギ
 森林は秋田県の全面積のうち実にその71% を占めている。県境の山 を々

中心に、世界遺産白神山地に代表されるブナなどの天然林が拡がり、また、

県内各地にはスギ林が至る所に見られる。さらに海岸には、防砂防風のた

めに造成された面積 8,000ha に及ぶ広大なクロマツ林が拡がっている。ま

さに、秋田は森の国であり、秋田の自然景観に占める森林の比重は非常に

高い。

中でも有名なのは秋田スギで、青森ヒバ、木曽ヒノキと並んで、古くから

日本三大美林の一つに数えられる。現在では“天スギ”と称される天然ス

ギ林は随分少なくなってしまったが、それでも能代市二ツ井にある仁鮒水沢

スギ植物群落保護林は、樹高 50mを越える樹齢 300 年近いスギが林立し

ており、まず間違いなく日本で一番樹高の高い森林であろう（図３）。仁鮒

のスギ林を調べてみると高木層はほぼ完全にスギで占められており、逆に中・

下層にはスギはほとんど見られない。現在残っている“天スギ”林はいずれ

もこのような純林状の高齢級のスギから構成されており、一見するとこれがスギ天然林の姿だと思ってしまいがち

である。しかし、実はこれは完全な『天然』の姿ではないと考えられている。江戸時代初期に築城などで秋田ス

ギはかなり切り出され、資源が枯渇状態になったといわれている。それで藩はスギの保護に乗り出し、スギの伐

採を厳しく制限し、一方で広葉樹については住民生活のために伐採が許可されたという。もともとスギはブナなど

の広葉樹と混交林をなしていたのだが、そこから広葉樹だけが選択的に伐採除去されたために、その後に育って

きたスギが純林状をなしたのが現在の天スギ林でないかと考えられている。スギ自体は自然に生えてきたものかも

しれないが、天スギ林の成立には人為の関わりが

あった可能性が強い。

県内にはスギ人工林も多い。秋田の森林を天然

林と人工林に区分すると、人工林比率は、国有

林では41%、民有林（私有林と地方公共団体有

林など）では57%となっており、合わせるとちょう

ど天然林と人工林が半々である。 人工林の大部

分はスギ植栽地で、スギ人工林の面積は秋田県が

全国一である。こうしたスギ人工林の林齢を調べ

てみると、20～ 50 年生に明らかなピークをもっている（図４）。これは全国的な傾向なのだが、戦後復興期に

木材需要が高まり、山の木々がどんどんと切り出され、その後に植栽されたのが現在私たちが目にしているスギ

林なのである。この時期に日本の森林は自然林からスギを中心とする人工林へと大きく姿を変えた。特に秋田ス

ギの歴史を有する秋田県ではスギ植栽に関する意欲が高く、その結果全国一の面積を誇るまでになったのであろ

う。

だから、よくこんな所まで木を植えたものだと感心するほど広くスギが植えられている森林の姿というのは、ほ

んの 50 年ほどの歴史しかないのである。もともとスギの伐期は50～ 60 年なので、そろそろ伐採をしなければ

ならない時期にかかってきているものも多い。しかし、大規模拡大造林がなされた後に、林業をとりまく環境は

著しく変化し、経営悪化等もあって手入れの滞りがちなスギ林も多い。また、本来のスギの適地を越えて植えら

れ、生育不全の林も多い。こうした反省にたち、今改めて秋田の森づくりの在り方が問われている。県内各地でも、

民間ボランティアによるブナを植える会が盛んに開催されているし、森吉山麓高原ではかつてのブナ林の復元を目

指しての自然再生事業も進行中である。

５　自然の森は・・・
気候条件から考えると、暖流の影響を受ける海岸沿いや県南の一部に常緑広葉樹が生育し、逆に高い山には

亜高山帯性針葉樹林や高山植生が分布しているのを除いては、ほとんどの地域が落葉広葉樹林の分布域となっ

ている。その代表が極相林を構成するブナである。木の実やキノコ、さらには林床に生えるチシマザサ（ネマガ

リダケ）のタケノコなど、恵みの多いブナの森は古くから人々に多くの恩恵を与えてきており、この地域の文化をブ

ナ帯文化と称せられることもある。現在でも人々は、春には山菜採り、タケノコ採り、そして秋のキノコ採りと山

での楽しみを享受している。もちろん観光名所として深い森は大きな魅力を秘めているが、それだけでなく、もと

もと森との深いつながりをもちながら生活してきたのが東北の人 だ々と言うことができるであろう。それを端的に表

している例が、鳥海山麓獅子ヶ鼻周辺に分布している「あがりこ」ブナ林ではないだろうか。「あがりこ」ブナとは、

地上2～3mのところで多数の幹に分かれた奇妙な形をしたブナである（図５）。もともとブナはそれほど萌芽（ひ

こばえ）を出す木ではなく、特に高齢のブナでは萌

芽能力が無くなるといわれている。この地域ではか

つて炭やきなどでブナを利用されていたが、もし、

株を全部伐採していたなら萌芽は発生せずにその個

体は枯れてしまっていただろうと言われている。しか

し、株全体を伐るのではなく、一部の幹を残して

冬季に伐採を繰り返したために、高齢の個体も生

き続けて新たな幹を発生させ、現在見られるような

「あがりこ」が形成されたと考えられている。まさに、

自然と共にあり続けた人々の生活の知恵が育んだ森

林といえよう。自然と一体となって暮らしてきたのが

日本人の生活であり、自然と共にあり続けるという

自然観がそこから生まれてきたのである。

６　自然と共にあり続けるために・・・
 “豊かな”自然は秋田の文化的景観の基盤であ

る。生活資源としても、観光資源としても、自然

を抜きにしての人間社会の成立はあり得ない。 本

稿でもみてきたように、人為との関わりを受けて成

立している自然も多い。しかし、自然を損なわずに

自然を利用するには、それなりの工夫が必要であ

る。恵まれた風土の中、こうした自然の姿とその歴

史に目を向け、これを次世代にどう受け継いでいく

かを考えていくことは、今我々に課せられている責

務である。

図3　樹高50mのスギが森林をなしている
仁鮒水沢スギ植物群落保護林
（能代市二ツ井町）

図４．秋田県のスギ人工林の樹齢組成（秋田県「水と緑の基本計画」(2005)より）

図５．　「あがりこ」ブナ（にかほ市獅子ヶ鼻湿原）。かつて雪上で何本かの幹を
残しては伐採を繰り返したために，このような樹型ができあがったと
推測されている。

図６．　満開の角館のシダレザクラを楽しむ人たち。 自然を損なわずに豊かな
自然を楽しむにはどうすればよいかは大きな課題である。
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　　お宝発見ハンドブック　　

山林資源は枯渇したが、文化年間に賀藤景林が木山方に就任して以降、荒

廃した山林を立て直すために山林の区分を確定し領主の山の領域を明確に

した。また、造林事業にも積極的に取り組み、成長後の木材の十分の七を

農民に与えることによって、意欲を高め農民の力によって山林を回復させよう

とした。この政策によって、秋田藩の山林資源は立ち直り、その成果の一端

が現在も残る矢立峠の天然秋田杉となっている。

 この地の文化的景観の意義を考える場合様 な々視点が考えられるが、江

戸時代後期以降の林政政策によって造林事業が行われ、その歴史的事績

が現在ものこる景観として継続している事があげられる。同様に羽州街道の

跡地も、江戸時代の交通の歴史的事績を現在も同じ目線で確認出来る点に

その景観の意義がある。また、多くの文人や巡検使などが往来した空間が、

開発の波にのまれることなく現状のまま保存されていることも、この地が文

化的景観として意義あるものであることを伝えている。

４ 民俗学の手法からから考察する文化的景観事例－ 北秋田市根子集落－
 北秋田市の根子集落は北秋田市南西部に位置し、国道

105号を西に曲がり、トンネルをくぐり抜けた後に広がる集落

がある。ここは、周辺を山に囲まれ、すり鉢状に集落が広が

る独特の地形であり、かつては源氏や平氏の落人が渡来し

て開拓したとされる伝承を持つ地域である。この地は昭和

50年（1975）に根子トンネルが開通するまでは、阿仁萱草か

ら根子川沿いを迂回するルートが中心であったが、この道路

も昭和30年（1955）に開通したもので、それ以前は山腹の

険しい道か、250ｍほどの峠を越えないと人 が々往来するが

出来ない地域といわれていた。

 このように他地域との交流が少ないため、ここにはマタギと呼ばれる狩りで生計を立てる人々が集落を形成し

た。旧阿仁町のマタギ集落は比立内・根子・打当の三集落が中心であったが、なかでも根子は最も多い数のマタギ

を要していたといわれ、徹底した長子相続制を戦前までは守っていたといわれている。現在はマタギを専業とする

人はいないが、その道具は集落の中心部に位置する根子児童館に保管されている。

 また、この地は険阻な地形ゆえに修験者の修行の場となり、ここに山伏神楽系の芸能が伝承することとなる。現

在国重要無形民俗文化財に指定されている「根子番楽」は修験道の山伏によって行われていた神楽といわれ、村々

を巡り歩き、鎮魂、無病息災、悪魔払いの祈祷をしながら舞を披露したといわれる。現在は８月14日に旧根子小学

校で番楽が公開されている。この番楽の演目はかつては表12番裏８番からなったが、現在は鞍馬、曾我兄弟、鐘巻

など13番が伝承されている。

 この地区の生業としては現在でも十数軒の農家が水稲耕作を行っているが、景観の特徴の一つはすり鉢型の底

の部分に居住地が集中していて、水田は居住地より高いところに広がっている点である。これは、この地域が昭和

30年代まで根子炭坑にて石炭を掘鑿したため、地下水を水源にすることができず、必然的に山からの沢水を農業

に利用している事に起因する。したがって水源を確保するために、より高いところに水田を作り、それが独自の景観

を形成している。

 また、もう一つの景観上の特色は、トンネルを抜けて集落にはいると、その入り口の部分に集団墓地が広がって

いる点である。これはかつては墓地が数カ所に分散していたが、昭和18年（1943）の大洪水で大きな被害を受けて

以降、墓地を地区の東側の高台に移したことによるとの

ことである。つまり、すり鉢状の地形でその底に居住地が

広がるために洪水を受けやすいという地形的要因が、村

はずれに集団墓地を祀るという景観につながっていると

考えられる。

 根子集落において信仰面で大きな役割を果たすのは、

集落北部に位置する「根子山神社」である。ここはマタギの

神様である山の神を祀っている。山の神はマタギに獲物を

授け、遭難を未然に防いでくれる女性神であり、その怒りに

触れぬよう細心の注意を払う。マタギは山には入る前ここに

詣でて御神酒をいただき参拝し猟の安全を祈った。

 また、山神社の近くには根子神社がある。ここは観音を祀り

現在は児童館で行われている観音講をかつて行っていた場所で

ある。また集落の南側には庚申様を祀るお堂がある。いずれも

山すそに神社があるとことが特徴であり、同時に集落のはずれ

に集団墓地があることも特徴の一つである。

 根子集落における文化的景観としての意義は、様 な々番楽や

信仰、そしてマタギという生業などの民俗的要素をともなう痕跡

が豊富に残る点にある。また、その地理的・地形的特色が景観

の構成に反映している面も意義深い点である。

５ おわりに
 歴史学や民俗学の方法論を用いて文化的景観を考察する場合、その地域の特性によって、歴史学的な手法を主

とした方がその意義をより引き出す場合と、民俗学的な手法を主とした方がより効果的な場合とがある。ただし、歴

史的な意義の大きい景観であっても、現在の人々や生業とも関わりは無縁ではないし、民俗学的な意義の大きい

景観であっても、その歴史性の上に立って現在の景観が存在することも忘れてはならない。また、小稿においても多

少触れたが、地理的要因が景観を構成する面も少なくない。したがって景観の意義を考える際は、特定の分野にと

らわれず、諸学問やその隣接分野の研究成果を活かして、より総合的に検討する必要性があるものと考える。

根子集落全景

根子集落東端部の集団墓地

根子山神社

矢立峠の天然秋田杉
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　　お宝発見ハンドブック　　

① 答えは場所に必ずある

 最初は、「無駄な写真は一枚もないから、どんなものでも見つけてきてください」と参加者に話しかけることにして

いる。建築家ジム・バンダーリンはサスティナブルなデザインのための原則の中で、「答えは場所に育つ」という象徴

的な表現を用いているが、まさに景観資源は、そうでなければならないのである。地域独自の景観資源は地域から

見いだし、それに光を当て、育てていく必要がある。地域アイデンティティの自覚が、育てるための第一歩になるはず

である。

② 中途半端な予見はいらない

 発見的方法を小学校における景観教育やまち学習に適用している英国において、この視点は、最も重要なもので

あると言ってよい。「たいしたものはない」という先入観は、発見的方法の妨げになる。「見つけるべきもの」を見い

だすのではなく、「見つけてきたもの」を出発点にいろいろと考えてみる。それこそが発見的方法の真骨頂であり、

「土の人」を覚醒させることができる貴重な手段となるのである。

③ ないものを見つける！？

 「そこに、あるべきものがない」ことを発見することも、まち歩きの重要な目的の一つである。見たいものを発見

できなかったという事実が、景観を「育てる」ことにつながっていく可能性は大きいはずである。

④ 同じものを見ても、人によって意味が違う

 頭のピントをどこに合わせているかによって、同じ風景であっても、人々にとって異なる景観に成り得る。景観に

用いられている「観」という字句は、そもそも「見て考える」、「見て何かを感じる」ことを意味している。その違いを明

確に理解しておくことが、地域資源の発見には必要となるのである。次に示した二つの写真は、我々には全く同じよ

うな山の風景にしか見えない。しかし、左の写真を撮った小学生は、「うっすらと見える夕方の山が撮りたかった」と

答え、右の写真を撮った小学生は、「太陽の光を反射する夜露のついた葉を撮りたかった」と答えるのである。この

違いを理解できない眼に、景観を「育てる」力は残っていない。

⑤ フィルターを通して見る

 例えば、「ここにこれがなかったらどんなふうに見えるんだろう」というトリミングのフィルターは、景観整備の一つ

の動機付けとして重要な役割を持つ。一方で、「70歳のお年寄りだったら、ここを歩いているときにどのように見える

んだろう」、「3歳の女の子にはどのように見えているんだろう」というように、主体を再設定して地域資源を見いだし

ていこうとするロールプレイングのフィルターも効果的である。また、我が国の魅力の一つである豊かな季節感を考

えたとき、「冬にはどのように見えるんだろう」と考えることや、「朝の風景と夜の風景とではどう違って見えるんだろ

う」と疑問を感じるための、４次元（時間軸）のフィルターも必要になってくる。単なるカメラやビデオで地域資源を

「見る」のではなく、我々は頭で風景を「観る」ことができる。そこから景観を「育てる」ことが始まっていくのであ

る。

（２）ためしにたべてみる！？

 景観を「育てる」ためには、まちを「たべる」人の舌を活かしていく必要がある。たしかに、隣の芝生はよく見える

ことが多い。隣に比べれば自分の家には何も魅力がないと、最初から白旗を挙げてしまうケースが大半である。し

かし、まずは自分の舌を信じて「たべる」ことから始めるしかない。そして大事なことは、おいしいものを「たべる」経

験が必要になるということであり、隣のおいしそうな芝生を「たべる」味見が、地域の景観を「育てる」プロセスに

とって重要なのである。隣の芝生をおいしく「たべる」ためには、地域内でのコミュニケーションが必須となる。景観

整備に住民参加の発想が必要になってくる理由は、まさにそこにある。

 次の写真は、弘前市の既成市街地において、一世帯の御夫婦が始めた外構の演出が、10年以上の歳月を経て、

20軒以上に飛び火していった事例の紹介である。隣のおいしそうな芝生を「たべる」ことが、ゆっくりと連鎖していく

ことにより、地域全体が食卓になってしまった感のする住宅地が誕生している。

（３）おいしくたべるために工夫する

 例え素材がどんなに優れていても、上手な味つけができたとしても、食卓の雰囲気が悪ければ、おいしく「たべる」

ことは不可能になる。すなわち景観を「育てる」ためには、食卓の演出に通じる工夫が地域に必要になる。テーブル

クロスを用意したり、食卓の中央にバラの一輪挿しを置くのと同じ発想で、我々は景観協定を結び、地区計画を設

定し、地域にとってかけがえのない、おいしい景観を育てていくことができるのである。ルールを作ることが目的で

はなく、あくまでもおいしく「たべる」ために必要な工夫であるということを、我々は忘れずにいたい。
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